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最
近
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョン
と
は
、

停
滞
と
い
う
意
味
の
ス
タ

グ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
、イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、経
済
の
停

滞
や
不
況
と
同
時
に
物
価
上
昇
が

起
こ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
と
二
％
の
経
済
成
長

を
目
標
に
掲
げ
順
調
に
成
果
を
上

げ
て
来
た
か
に
見
え
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
し
た
が
、今
年
四
月
の
消
費
税

増
税
以
来
何
や
ら
雲
行
き
が
怪
し

く
成
っ
て
来
ま
し
た
。消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
や
実
質
所
得
の
減
少
に
よ
り
個

人
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
影
響
で
、四

〜
六
月
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
前
期

比
年
率
マ
イ
ナ
ス
六
・
八
％
と
大
幅

な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
所
迄
は
想
定

の
範
囲
内
で
し
た
が
、回
復
が
見
込

ま
れ
た
七
〜
九
月
期
も
年
率
マ
イ

ナ
ス一・
六
％
と
、予
想
を
裏
切
る
低

水
準
と
な
り
ま
し
た
。低
調
な
実

態
経
済
状
態
を
受
け
、政
府
は
来

年
一
〇
月
に
予
定
し
て
い
た
消
費
税

率
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
を
先
送
り

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。毎
年
大

量
の
赤
字
国
債
を
発
行
し
一
向
に
改

善
し
な
い
財
務
状
態
を
続
け
る
こ

と
で
日
本
国
債
の
信
用
が
下
落
す

れ
ば
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ

す
か
も
知
れ
な
い
微
妙
な
判
断
を

下
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。本
当
の

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョン
は
こ
れ
か
ら
や
っ

て
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
H
）

パノラマ

H26.10.22

□HP

学
術
講
演
発
表
会（
会
員
発
表
）

　

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は

　
　
　
　

他
人
ご
と
で
は
な
い
」

　

一
〇
月
二
十
二
日（
水
）北
区

民
セ
ン
タ
ー
に
て
、会
員
発
表
が

開
催
さ
れ
た
。
演
者
で
あ
る
大

月
基
弘
先
生
は
広
島
大
学
卒

業
後
、勤
務
医
を
経
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
イ
エ
テ
ボ
リ
大
学
に
留
学

し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歯
周
病
専
門
医
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
専
門
医
を
取
得

さ
れ
た
経
歴
を
お
持
ち
で
、我

が
北
区
学
術
部
で
も
若
手
の
ホ

ー
プ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

新
進
気
鋭
の
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
。

今
回
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎

を
ト
ピ
ッ
ク
に
取
り
上
げ
、現
在

考
え
ら
れ
て
い
る
病
態
・
治
療
方

針
な
ど
、文
献
的
裏
付
け
に
基

づ
く
、ご
自
身
の
豊
富
な
経
験

か
ら
わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
頂

い
た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
粘
膜
炎

（Peri-im
plant m

ucositis

）は
、

天
然
歯
に
お
け
る
歯
肉
炎
と
類

似
し
た
病
態
で
あ
る
が
、イ
ン
プ

ラ
ン
ト
周
囲
炎（Peri-im

plantitis

）

と
歯
周
炎
の
病
態
は
全
く
異
な

る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
場
合
は
、

天
然
歯
周
囲
に
存
在
す
る
結
合

組
織
性
の
付
着
が
存
在
し
な
い

た
め
、一
旦
周
囲
に
感
染
が
生
じ

た
場
合
に
は
、バ
ク
テ
リ
ア
が
直

接
骨
ま
で
到
達
す
る
た
め
、よ

り
病
態
は
複
雑
な
も
の
と
な
る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
粘
膜
炎

の
特
徴
は
、炎
症
が
周
囲
粘
膜

に
限
局
し
て
い
る
こ
と
で
、通
常

骨
吸
収
は
認
め
ら
れ
な
い
。
患

者
レ
ベ
ル
で
六
三
・
四
％
、イ
ン
プ

ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
三
〇
・
七
％
と

極
め
て
高
い
発
症
率
で
は
あ
る

も
の
の
、通
常
は
非
外
科
処
置

の
範
囲
で
治
療
が
可
能
と
い
わ

れ
て
い
る
。つ
ま
り
、バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
の
除
去
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

健
康
な
周
囲
組
織
へ
と
戻
っ
て
い

く
の
で
、処
置
方
針
は
歯
肉
炎

と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。

　

一
方
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は
、

文
献
に
よ
り
多
少
の
差
は
あ
る

が
、一
〇
年
で
患
者
レ
ベ
ル
約
二

〇
％
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
は

約
一
〇
％
と
、周
囲
粘
膜
炎
と
比

較
し
て
発
症
率
は
低
い
と
い
え
る
。

し
か
し
、一
旦
周
囲
炎
に
移
行
し

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、完
全
に
治

癒
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

早
期
の
対
応
が
必
須
と
な
る
と

い
え
る
。
ま
た
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周

囲
炎
の
リ
ス
ク
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

と
し
て
、喫
煙
・
歯
周
病
の
既
往
・

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
・
糖

尿
病
・
飲
酒
・
遺
伝
子
発
現（G

ene 
E

xperssion

）・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体

の
表
面
性
状
の
順
に
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
角
化
組
織
の
有

無
と
周
囲
炎
と
の
関
連
は
、現

在
の
と
こ
ろ
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス

は
存
在
し
な
い
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
の
治

療
に
関
し
て
は
、様
々
な
試
み
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、基
本
的
に
は

外
科
的
切
除
療
法
が
第
一
選
択

と
さ
れ
て
い
る
。
補
助
的
に
レ
ー

ザ
ー
治
療
や
骨
移
植
を
併
用
す

る
治
療
法
に
関
し
て
は
、現
在

の
と
こ
ろ
エ
ビ
デ
ン
ス
は
存
在
し

な
い
。
大
月
先
生
は
現
在
、外
科

的
な
切
除
療
法
に
よ
っ
て
、深
い

ポ
ケ
ッ
ト
を
取
り
除
く
こ
と
で
、

悪
性
度
の
高
い
バ
ク
テ
リ
ア
が
生

存
し
に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と

に
加
え
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
表
面

に
付
着
し
た
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を

機
械
的
に
取
り
除
く
こ
と
を
徹

底
さ
れ
て
い
る
。
現
在
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
の
除
去
に
は
、iB

rush
と

い
う
回
転
器
具
を
用
い
て
デ
ブ

ラ
イ
ド
メ
ン
ト
を
行
っ
た
の
ち
、

ガ
ー
ゼ
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
表
面
を

刷
掃
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、早
期
発
見
は
極
め

て
重
要
で
、メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
へ
の
プ
ロ

ー
ビ
ン
グ
は
、付
着
を
剥
が
す
と

い
う
観
点
か
ら
、過
去
に
は
禁

忌
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
が
、現

在
は
、む
し
ろ
積
極
的
に
行
う

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、き
っ
ち
り
と
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
応
じ
る
患
者
に
は
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は
発
症
し
に

く
い
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
存
在

す
る
。

　

最
後
に
、今
回
の
テ
ー
マ
で
あ

る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
に
関
し

て
、治
療
後
の
長
期
予
後
に
関
す

る
質
の
高
い
論
文
は
ま
だ
ま
だ

少
な
い
た
め
、今
後
の
研
究
報
告

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、イ
ン
プ

ラ
ン
ト
周
囲
病
変
の
有
病
率
・
炎

症
性
病
変
の
特
徴
・
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
周
囲
病
変
の
細
菌
叢
・
リ
ス
ク

イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
・
周
囲
粘
膜

炎
の
治
療
法
・
Ｏ
Ｆ
Ｄ（O

PE
N

 
FL

A
P D

E
B

R
IID

E
M

E
N

T

）の

有
効
性
な
ど
で
あ
る
。
逆
に
現

在
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
、

ホ
ス
ト
側
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲

炎
に
か
か
わ
る
因
子（G

ene

・
遺

伝
的
要
因
／Susceptibility

・
病

気
の
か
か
り
や
す
さ
）を
挙
げ
ら

れ
た
。（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
記
）



ほ　く　し （２）第２１０号

医
療
管
理
講
演
会

「
歯
科
に
お
け
る
院
内
感
染
対
策
〜

　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
！
」
H26.11.14

　

十
一
月
一
四
日
（
金
）
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
大
阪
東
急
イ

ン
に
於
い
て
医
療
管
理
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

兵
庫
県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔

外
科
、
連
利
隆
先
生
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
高
麗
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
続
い
て
演
題
「
歯

科
に
お
け
る
院
内
感
染
対
策
〜

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
！
」

で
ご
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
歯

を
削
る
機
器
七
割
使
い
回
し
滅

菌
せ
ず
院
内
感
染
懸
念
」
の
記

事
は
、
多
く
の
国
民
に
不
安
を

与
え
、
歯
科
医
師
の
先
生
方
も

複
雑
な
思
い
で
記
事
を
読
ま
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
報
道
に
対
し
て
厚
生
労

働
省
は
六
月
四
日
に
都
道
府
県
、

保
健
所
設
置
市
衛
生
主
管
（
局
）

長
、
特
別
区
宛
て
に
通
知
を
出

し
、
「
使
用
し
た
ハ
ン
ド
ピ
ー

ス
は
患
者
ご
と
に
、
オ
ー
ト
ク

レ
ー
ブ
滅
菌
す
る
こ
と
が
強
く

勧
め
ら
れ
る
」
と
し
、
「
所
管

の
歯
科
医
療
機
関
に
対
し
、
ハ

ン
ド
ピ
ー
ス
の
滅
菌
等
の
院
内

感
染
対
策
の
啓
発
に
努
め
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
」
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
翌
六
月
五
日
、

日
本
歯
科
医
師
会
が
都
道
府
県

歯
科
医
師
会
会
長
宛
に
「
歯
科

医
療
機
関
に
お
け
る
院
内
感
染

防
止
対
策
に
つ
い
て
」
の
通
知

で
、
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

一
般
歯
科
診
療
に
お
け
る
院
内

感
染
対
策
」（
二
〇
〇
七
年
日

本
歯
科
医
学
会
監
修
）
、
「
一

般
歯
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
院
内
感
染
対
策
Q
&
A
」

（
二
〇
一
〇
年
日
本
歯
科
医
師
会
）

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底

を
図
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
沿
っ
て
、
歯
科
医
療

機
関
は
院
内
感
染
に
ど
う
対
処

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
、
歯

科
の
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た

院
内
感
染
対
策
に
関
す
る
調
査

の
デ
ー
タ
と
以
前
に
北
区
歯
科

医
師
会
で
行
っ
た
デ
ー
タ
と
比

較
し
な
が
ら
、
懇
切
丁
寧
に
基

本
か
ら
応
用
ま
で
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
塚
副
会
長
の
お
礼

の
言
葉
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
三
〇
名
で
し
た
。

（
常
務
理
事
・
中
川
晴
彦
）

医
療
保
険
講
習
会

　
「
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
と
実
践
」
H26.11.20

　

十
一
月
二
〇
日
（
木
）
午
後

七
時
時
半
よ
り
、
梅
田
の
ユ
ー

ズ
ツ
ウ
に
お
き
ま
し
て
、
医
療

保
険
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
大
阪
大
学
歯
学
部
付
属

病
院　

顎
口
腔
機
能
治
療
部
助

教
の
野
原
幹
司
先
生
を
お
迎
え

し
、
『
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
概
念
と
実
践
』
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
「
摂
食
機

能
訓
練
」
の
具
体
的
手
法
に
つ

い
て
の
話
を
想
像
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
訓
練
は
「
摂

食
機
能
療
法
」
の
一
部
に
過
ぎ

ず
、
歯
科
医
師
は
「
食
医
」
を

目
指
し
て
患
者
の
状
態
を
よ
り

大
局
的
に
捉
え
、
い
か
に
栄
養

摂
取
を
さ
せ
る
か
考
察
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
総
論

的
な
内
容
の
お
話
で
し
た
。
多

岐
に
渡
り
示
唆
に
富
む
お
話
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
、
そ
の
一
部
を
簡

略
化
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

在
宅
医
療
に
お
い
て
歯
科
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
摂
食
・
嚥

下
機
能
の
向
上
と
気
道
感
染
（
誤

嚥
性
肺
炎
）
の
予
防
で
あ
る
。

　

認
知
症
患
者
の
三
〜
四
割
に

嚥
下
障
害
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
意
識
レ

ベ
ル
が
低
い
と
誤
嚥
し
や
す
く
、

五
感
に
訴
え
る
よ
う
に
す
る
と

効
果
あ
り
（
ご
飯
を
入
れ
る
茶

碗
を
白
色
か
ら
黒
色
に
変
え
て

米
を
認
識
し
や
す
く
し
た
と
こ

ろ
、
残
飯
が
減
っ
た
と
い
う
事

例
の
紹
介
あ
り
）
。
嚥
下
機
能

が
同
じ
で
も
口
腔
機
能
（
食
塊

形
成
能
）
の
状
態
次
第
で
、
誤

嚥
の
頻
度
が
変
わ
る
（
食
塊
が

ま
と
ま
っ
て
お
り
、
こ
な
れ
て

ド
ロ
ド
ロ
し
て
い
る
と
嚥
下
し

や
す
く
、
反
対
に
、
ま
と
ま
ら

ず
、
こ
な
れ
て
お
ら
ず
バ
ラ
バ

ラ
の
場
合
は
嚥
下
し
に
く
い
）
。

　

歯
が
あ
る
の
に
食
べ
ら
れ
な

い
患
者
も
い
る
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
の
患
者
は
「
ご
飯
を
食
べ

よ
う
」
と
声
を
か
け
な
い
と
食

べ
ら
れ
な
い
）
。

　

高
齢
者
の
義
歯
は
咬
合
高
径

が
低
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る

（
咬
め
る
・
つ
ぶ
せ
る
義
歯
＝

飲
み
込
め
る
義
歯
）
。
状
況
に

よ
っ
て
は
、
義
歯
を
外
し
た
方

が
栄
養
摂
取
し
や
す
い
場
合
も

あ
る
（
義
歯
の
必
要
が
な
い
患

者
）
。

　

ま
た
、
口
腔
機
能
に
応
じ
た

指
導
や
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、

「
摂
食
機
能
療
法
」
（
一
八
五

点
）
が
算
定
可
能
で
あ
る
こ
と

も
併
せ
て
お
教
え
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
口
腔
機
能
に
応
じ
た

食
事
内
容
の
提
案
に
対
し
て
、

点
数
項
目
の
新
設
の
可
能
性
も

あ
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

ご
講
演
の
内
容
の
大
部
分
は
、

先
生
の
著
書
「
認
知
症
患
者
の

摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
（
南
山
堂
）
で
確
認
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
貴

重
な
ご
講
演
を
生
か
し
て
、
明

日
か
ら
の
診
療
の
一
助
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
医
療
保
険
部
・
中
谷　

徹
）



ほ　く　し（３） 第２１０号

　

一
〇
月
一
七
日
（
土
）
午
後

〇
時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
平
成
二
六
年
度

北
区
み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
力
を
合

わ
せ　

健
康
な
ま
ち
北
区
を
！
」

で
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
区
民
の
皆
様
に
多
数
ご
参

加
さ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
会

で
は
ひ
ぐ
ち
歯
科
医
院
の
歯
科

衛
生
士
さ
ん
二
名
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
恒
例
の
歯
科
相

談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
高
齢
の
方
の
義
歯
や
乳
幼

児
・
学
童
児
の
口
腔
内
の
相
談

を
中
心
に
計
九
五
名
の
方
が
お

見
え
に
な
り
、
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
地
域
医
療
部
・
奥
村
豪
記
）

北
区
み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り

□HP

H26.10.17

 　

一
〇
月
七
日
（
火
）
午
後
七

時
よ
り
府
歯
会
館
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
標
題
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
た
。
当
地
区
か
ら
は
執
行

部
役
員
、
府
歯
か
ら
は
、
太
田

会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
下

の
ご
出
席
が
あ
っ
た
。
他
六
地

区
か
ら
も
役
員
が
多
数
出
席
さ

れ
た
。

（
太
田
謙
司
会
長
、
古
川
壽
男

副
会
長
、
牧
野
利
彦
専
務
理
事
、

草
間
由
紀
理
事
、
木
田
友
信
理

事
、
片
岡
宏
之
理
事
、
河
村
達

也
理
事
、
山
本
博
史
理
事
、
小

池
宏
忠
理
事
、
大
阪
府
歯
科
医

師
連
盟
城
村
幸
治
理
事
長
、
大

阪
府
歯
科
医
師
国
民
健
康
保
険

組
合
河
島
保
孝
専
務
理
事
）
河

村
理
事
の
司
会
で
会
が
進
行
し
、

事
前
に
地
区
間
で
協
議
し
た
下

記
の
四
題
に
つ
い
て
、
回
答
と

協
議
が
行
わ
れ
た
。
要
点
の
み

ご
報
告
し
ま
す
。

一
、
消
費
税
が
一
〇
％
に
増
税

さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て

　

現
状
、
医
療
は
非
課
税
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
患
者
負
担
が

増
え
な
い
、
特
措
法
二
六
条
（
白

色
申
告
）
の
適
用
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
自
費
に
つ
い
て

も
消
費
税
免
税
点
制
度
（
一
〇

〇
〇
万
円
）・
簡
易
課
税
制
度

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
日
歯
見

解
で
は
、
当
面
非
課
税
を
守
っ

て
い
く
。
非
課
税
還
付
（
診
療

報
酬
に
よ
る
補
填
）
、
ゼ
ロ
税

率
を
主
張
し
て
い
く
。

二
、
院
内
衛
生
管
理
・
感
染
予

防
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

医
療
従
事
者
を
介
し
て
起
こ

る
患
者
間
の
交
差
感
染
の
防
止

と
、
患
者
が
保
有
し
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
病
原
体
か
ら
医
療

従
事
者
の
職
業
感
染
を
防
止
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
安
全

で
安
心
な
質
の
高
い
医
療
体
制

の
整
備
の
た
め
、
「
歯
科
医
療

安
全
管
理
体
制
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。

 

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
標

的
と
程
度
の
概
念
・
定
義
が
必

要
。
「
医
療
機
器
の
洗
浄
・
滅

菌
を
徹
底
す
る
な
ど
、
院
内
感

染
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
を
設
置
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
院
内
に
標

記
す
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
平
成
二
七
年
の
統
一
地
方

選
挙
な
ら
び
に
二
八
年
の
参
議

院
選
挙
に
つ
い
て

　

国
政
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

お
願
い
し
て
き
た
こ
と
と
同
様

で
あ
る
。
地
方
選
挙
に
お
い
て

は
、
地
域
に
密
着
し
た
、
政
党

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
対
応
で

結
構
で
あ
る
。

四
、
歯
科
医
師
国
保
の
将
来
的

な
見
通
し
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
一
般
国
保
に
比
べ
る
と
、

同
等
所
得
に
対
し
て
は
下
回
っ

て
い
る
。

　

乙
種
に
つ
い
て
も
歯
科
医
師

と
そ
れ
以
外
に
分
け
る
な
ど
の

対
策
も
行
っ
て
い
く
。
今
後
も
保

険
料
の
見
直
し
は
数
年
ご
と
に

あ
る
と
思
う
が
、組
合
員
の
た

め
に
様
々
な
努
力
を
し
て
行
く
。

　

今
後
も
府
歯
と
は
連
携
、連

絡
を
密
に
し
、会
員
の
皆
様
に
情

報
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
専
務
理
事　

佐
々
木
裕
記
）

大
阪
府
歯
科
医
師
会
と

大
阪
市
北
部
隣
接
7
地
区
役
員
と
の
懇
談
会
H26.10.7

H26.10.5

　

一
〇
月
五
日
（
日
）
正
午
よ

り
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
一
階

広
場
に
お
い
て
天
神
橋
六
丁
目

商
店
会
よ
り
依
頼
が
あ
り
音
楽

ラ
イ
ブ
、
青
空
市
場
等
と
同
時

に
無
料
歯
科
相
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
回
で
三
回
目
と
な
り
歯
科

医
師
二
人
体
制
で
臨
み
ま
し
た
。

（
以
下
の
よ
う
な
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
）

・
Ｃ
Ｏ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
言

わ
れ
た
が
大
丈
夫
で
す
か
？

・
三
か
月
に
一
回
検
診
に
通
っ

て
る
が
、
必
要
な
の
か
？
毎

回
四
〇
〇
〇
円
も
か
か
る
の

か
？

・
歯
茎
が
腫
れ
て
受
診
す
る
と

洗
浄
の
み
で
治
療
し
て
く
れ

な
い
。

・
奥
歯
を
保
険
で
治
療
す
る
と

銀
色
に
な
る
の
？

・
歯
の
色
が
気
に
な
る
。

・
四
〇
歳
の
息
子
が
歯
科
恐
怖

症
で
困
っ
て
い
る
。

・
一
年
半
前
に
歯
か
ら
菌
が
入

っ
た
た
め
顎
下
か
ら
手
術
し

た
が
、
い
ま
だ
に
腫
れ
た
り

口
が
開
け
に
く
く
な
る
。

・
歯
が
抜
け
た
ま
ま
二
カ
月
放

置
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
？

・
歯
槽
膿
漏
が
治
ら
な
い
。　

・
歯
ブ
ラ
シ
は
ど
れ
が
い
い
の

か
？

・
自
己
免
疫
が
低
下
中
で
あ

る
が
歯
科
治
療
は
問
題
な

い
の
か
？

・
顎
が
開
か
な
い
。

・
知
覚
過
敏
は
治
る
の
か
？

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て

・
一
週
間
前
に
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
手
術
を
受
け
た
が
ま
だ

痛
み
が
続
い
て
る
。

・
子
供
の
歯
並
び
が
悪
い
が

矯
正
を
し
た
方
が
い
い
の
か
？

・
虫
歯
が
気
に
な
る
。

・
入
れ
歯
を
作
り
直
し
た
い
。

　

今
回
は
台
風
前
で
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
天
気
も
持
ち
開
催
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
診
療
所
で
は
聞
け
な

い
患
者
さ
ま
の
生
の
声
が
直

接
聞
け
有
意
義
な
歯
科
相
談

と
な
り
ま
し
た
。

（
洪
里
周
作
記
）

天
六
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



第２１０号 ほ　く　し （４）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

会
員
懇
親
会

　

十
一
月
二
六
日
（
水
）
、
毎

年
恒
例
の
会
員
懇
親
会
を
「
北

新
地　

ア
ラ
ス
カ
本
店
」
に
て

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
八
〇
名
を
超
え
る
大
阪
北
区

歯
科
医
師
会
で
す
が
、
会
員
だ

け
が
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
機

会
は
、
こ
の
懇
親
会
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
、
福
祉

部
と
し
て
も
、
何
と
か
会
員
の

皆
様
が
「
お
、
行
こ
う
か
な
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
会
場
を

選
び
、
大
先
輩
も
新
し
く
入
会

さ
れ
た
先
生
方
も
共
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
、
交
流
の
場
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
頭
と

足
を
つ
か
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

当
日
は
三
十
二
名
の
先
生
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
八
六
年
の

歴
史
が
創
り
上
げ
た
名
料
理
を

食
す
会
」
で
あ
り
ま
し
た
。
ア

ラ
ス
カ
は
食
い
倒
れ
の
街
大
阪

で
、
古
く
は
皇
族
や
文
化
人
、

い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
カ
ラ
」
な
方
々

が
訪
れ
る
洋
食
店
と
し
て
、
長

い
歴
史
と
人
気
を
誇
っ
て
来
た

そ
う
で
す
。
大
塚
禮
三
先
生
の

ご
発
声
に
よ
り
、
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
、
懇
親

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
和
や
か

な
歓
談
の
中
、
冷
製
オ
ー
ド
ブ

ル
に
始
ま
り
、
珍
し
い
和
ご
ぼ

う
の
ス
ー
プ
、
鰆
の
ポ
ワ
レ
と

料
理
は
続
き
、
赤
白
の
ワ
イ
ン

も
す
す
み
ま
し
た
。
メ
イ
ン
に

は
ア
ラ
ス
カ
特
製
の
デ
ミ
グ
ラ

ス
ソ
ー
ス
を
最
も
楽
し
め
る
、

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ

ー
と
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
の
コ
ン
ボ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
濃
厚
だ

け
れ
ど
も
ど
こ
か
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
「
八
六
年
の
歴
史
」
が
作

り
上
げ
た
ま
さ
に
名
料
理
だ
と

思
い
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
で
は
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
皆
さ
ん
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
照
明
を

落
と
し
、
ア
ラ
ス
カ
名
物
の
炎

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
『
ベ
イ
ク

ド
ア
ラ
ス
カ
』
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
特
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
！
と
い
う
ほ
ど
の

も
の
で
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
お
酒
の
香
り
の
効

い
た
美
味
し
い
デ
ザ
ー
ト
で
コ

ー
ス
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
口
副
会
長
の
閉
会
の
ご
挨

拶
に
よ
り
懇
親
会
は
終
了
致
し

ま
し
た
。
来
年
も
皆
さ
ん
が
「
行

っ
て
み
よ
か
な
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
楽
し
い
集
い

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
年
お
越
し
に
な
れ
な
か
っ
た

会
員
の
皆
様
も
、
来
年
は
是
非

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
て
、
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
担
当
理
事
・
土
岐
一
仁
）

□HP

H26.11.26

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
秋
季
コ
ン
ペ

H26
10.5

　

一
〇
月
五
日
（
日
）
北
歯
ゴ

ル
フ
同
好
会
の
秋
季
コ
ン
ペ
が
、

伏
尾
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
各
々
の
諸
事

情
が
重
な
り
、
メ
ン
バ
ー
六
名
、

ビ
ジ
タ
ー
三
名
、
計
九
名
と
参

加
者
の
少
な
い
コ
ン
ペ
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
の
迫
る
曇
天
の

中
、
昨
年
の
雷
雨
中
断
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
参
加
者

の
皆
様
の
日
頃
の
行
い
の
良
さ

か
、
無
事
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
ま
で

ほ
ぼ
雨
も
降
ら
ず
に
楽
し
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
橋
本
哲
志
先
生
が

吉
崎
先
生
の
三
連
覇
を
阻
み
見

事
に
優
勝
、
吉
崎
恵
忠
先
生
が

ハ
ー
フ
三
十
三
を
出
し
な
が
ら

二
位
、
医
師
会
か
ら
参
戦
の
中

村
積
方
先
生
が
三
位
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
春
季
コ
ン
ペ
は
平
成

二
七
年
四
月
十
二
日
（
日
）
西

宮
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開

催
予
定
で
す
。
奮
っ
て
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、

ゴ
ル
フ
同
好
会
へ
の
入
会
を
希

望
さ
れ
る
先
生
は
、
土
岐
一
仁

先
生
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
致
し

ま
す
。　
　

（
樋
口
夏
彦
記
）

平成26年度・北歯ゴルフ同好会秋季コンペ成績
RANK

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

BB

BM

42

33

45

54

46

44

62

58

52

42

41

50

48

47

51

60

58

57

84

74

95

102

93

95

122

116

109

13

1

18

25

15

16

37

29

18

71

73

77

77

78

79

85

87

91

8

0

16

19

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

橋 本 哲 志

吉 崎 恵 忠

中 村 積 方

樋 口 夏 彦

橋 本 　 收

西 川 　 亨

水 沼 和 夫

黒 川 森 夫

渡 辺 道 雄

………

………

………

………

………

………

………

樋口、吉崎、中村、西川

橋本哲、中村

黒川、橋本收

吉崎

吉崎

橋本收

黒川

ニ ア ピ ン

ド ラ コ ン

ド ラ チ ョ ン

ベ ス グ ロ

大 波

小 波

並 び

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

八
六
年
の
歴
史
が
創
り

上
げ
た
名
料
理
を
食
す
会
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